
描
か
れ
た
尼
姿
の
意
味

ー
「
阿
字
義
絵
」
の
絵
を
中
心
と
し
た
再
考
察

成
原
有
貴

［
キ
ー
ワ
ー
ド
①
阿
字
義
絵
②
表
象
③
女
性
④
尼
⑤
出
家
］

は
じ
め
に

　
藤
田
美
術
館
所
蔵
の
「
阿
字
義
絵
」
は
、
密
教
の
阿
字
観
や
真
言
読
訥
、
法
華
経
や
念
仏
に
つ
い
て
説
く
詞
書
と
、
梵
字
の

「
阿
」
を
胸
の
部
分
に
入
れ
た
尼
君
と
男
性
の
絵
を
合
わ
せ
た
、
絵
巻
作
品
で
あ
る
。

　
こ
れ
ま
で
、
「
阿
字
義
絵
」
（
以
下
、
本
作
品
）
に
つ
い
て
は
、
詞
書
の
編
者
や
制
作
年
代
を
め
ぐ
っ
て
、
論
考
が
な
さ
れ
て

き
。
私
も
ま
た
、
絵
の
特
質
と
詞
書
の
編
者
に
つ
い
て
2
九
九
三
年
に
論
文
を
執
筆
し
た
こ
と
が
寒
・
だ
が
・
近
年
の

美
術
史
学
で
は
、
従
来
の
研
究
の
枠
組
み
に
根
底
か
ら
見
直
し
を
迫
る
よ
う
な
、
新
た
な
理
論
や
視
点
が
提
示
さ
れ
て
い
る
。

1
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こ
の
よ
う
な
研
究
か
ら
示
唆
を
受
け
、
私
は
、
本
作
品
の
絵
や
享
受
者
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
深
め
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
論
で
は
、
新
た
な
視
点
か
ら
、
絵
の
意
味
に
つ
い
て
再
検
討
を
行
い
、
制
作
意
図
や
享
受
者
の
立

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヨ
　

場
に
関
す
る
い
く
つ
か
の
可
能
性
を
提
示
す
る
。

　
以
下
、
ま
ず
第
一
に
、
本
作
品
の
構
成
と
内
容
に
つ
い
て
説
明
し
、
第
二
に
、
研
究
史
の
問
題
点
を
指
摘
し
、
本
論
の
立
場

と
具
体
的
な
分
析
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。
そ
し
て
、
第
三
に
、
本
作
品
に
描
か
れ
た
尼
君
の
像
を
中
心
と
し
て
、
絵
に
込
め

ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
分
析
を
行
い
、
最
後
と
し
て
第
四
に
、
制
作
意
図
と
享
受
者
の
立
場
に
つ
い
て
考
察
を
行
う
。

「
阿
字
義
絵
」
の
構
成
と
内
容

本
作
品
は
、
一
巻
全
十
六
紙
か
ら
成
り
、
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
。

「
阿
字
義
」
（
第
一
紙
一
行
目
～
八
行
目
）
〔
図
1
〕

「
阿
字
功
能
」
（
第
一
紙
九
行
目
～
第
六
紙
十
行
目
）

「
唐
房
法
橋
御
消
息
」
（
第
六
紙
十
一
行
目
～
十
三
行
目
）

尼
君
像
（
第
七
紙
）
〔
図
2
〕

男
性
像
（
第
八
紙
）
〔
図
3
〕

「
浄
三
業
真
言
」
（
第
九
紙
～
第
十
二
紙
）

「
法
華
経
と
念
仏
」
（
第
＋
三
紙
～
第
＋
六
麹
・

2
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各
項
目
の
内
容
に
つ
い
て
簡
略
に
記
す
　
「
阿
字
義
」
は
、
阿
字
が
大
日
如
来
の
種
字
で
あ
る
と
い
う
、
阿
字
の
意
義
に
つ

い
て
説
く
。
「
阿
字
功
能
」
は
、
六
根
清
浄
の
境
地
に
到
達
で
き
る
と
い
う
阿
字
観
の
功
徳
に
つ
い
て
説
明
す
る
。
「
浄
コ
．
業
真

言
」
で
は
、
こ
の
真
言
の
読
涌
に
よ
り
、
人
間
の
身
体
二
一
．
口
葉
・
心
の
三
つ
の
働
き
で
あ
る
一
．
一
業
が
清
浄
に
な
り
、
仏
性
が
明

ら
か
に
な
る
と
説
く
．
、
最
後
の
「
法
曜
経
と
八
，
心
仏
」
で
は
、
安
楽
肚
界
と
は
法
峰
経
で
説
く
行
い
を
し
て
行
く
と
こ
ろ
で
あ
り
、

ま
た
、
念
仏
は
、
無
壁
寿
仏
を
観
想
し
て
清
浄
に
な
る
こ
と
で
あ
る
と
説
く
．

　
詞
寿
全
体
を
概
観
す
る
と
、
阿
字
観
や
真
．
．
，
．
口
読
涌
と
い
っ
た
密
教
の
行
い
と
、
法
華
経
や
念
仏
と
い
う
密
教
以
外
の
行
い
が

図1「阿字義絵」第一紙　詞書　藤田美術館蔵

並
べ
説
か
れ
て
い
る
、
こ
れ
ら
種
類
の
異
な
る
行
い
の
関
連
性
は
、
詞
書
に
は
明

示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
の
行
い
も
、
清
浄
な
境
地
へ
の
到
達
を
目
的
と
す

る
点
で
共
通
し
て
い
る
、
従
っ
て
、
詞
詐
は
、
清
浄
な
境
地
に
達
す
る
た
め
の

様
々
な
行
い
を
、
教
義
的
な
．
…
1
1
性
に
拘
泥
せ
ず
に
、
並
べ
説
い
て
い
る
と
解
釈

す
る
こ
と
が
で
き
る
，

　
絵
は
、
料
紙
　
枚
あ
た
り
に
人
物
が
一
人
ず
つ
描
か
れ
る
。
男
性
は
直
衣
姿
で

あ
り
、
尼
君
は
、
桂
と
袈
裟
を
着
け
て
剃
髪
し
た
頭
部
を
．
露
出
し
て
い
る
．
．
尼
君

は
挫
の
衿
．
兀
を
開
き
、
男
性
は
直
衣
の
頸
ヒ
の
あ
わ
せ
を
折
り
返
し
て
開
襟
し
、

胸
の
部
分
の
阿
字
を
見
せ
る
。
阿
字
は
、
月
輪
の
中
で
蓮
台
に
乗
り
、
光
を
発
し

て
い
る
。
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図2「阿字義絵」第七紙　尼君像　藤田美術館蔵

図3「阿字義絵」第八紙　男性像　藤田美術館蔵
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二
　
本
論
の
立
場
と
方
法

描かれた尼姿の意味　（成原有貴）

　
絵
の
分
析
に
入
る
前
に
、
ま
ず
、
先
行
研
究
に
於
い
て
論
じ
ら
れ
た
内
容
と
、
一
九
九
三
年
の
拙
稿
で
考
察
し
た
内
容
を
整

理
す
る
。
次
い
で
、
今
回
新
た
に
浮
か
び
上
が
っ
た
問
題
を
指
摘
し
、
本
論
の
立
場
と
方
法
に
つ
い
て
述
べ
る
。

　
先
行
研
究
に
於
い
て
は
、
絵
画
表
現
と
制
作
時
期
の
問
題
が
中
心
に
論
じ
ら
れ
て
き
た
。
本
作
品
に
つ
い
て
論
じ
た
最
初
の

文
献
は
、
尼
君
と
男
性
の
絵
を
、
平
安
期
の
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
と
比
べ
て
、
「
古
意
を
失
っ
て
い
る
」
と
見
倣
し
、
制
作
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

期
を
鎌
倉
中
期
と
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、
松
原
茂
氏
は
、
「
描
線
に
固
さ
が
見
ら
れ
る
の
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
か
と

い
っ
て
、
鎌
倉
中
期
に
ま
で
下
げ
る
積
極
的
な
根
拠
も
見
い
だ
せ
な
い
」
と
し
、
絵
画
の
み
な
ら
ず
、
詞
書
の
書
風
や
料
紙
装

飾
の
様
式
も
含
め
て
、
総
合
的
に
制
作
時
期
を
検
討
さ
れ
た
。
松
原
氏
は
、
本
作
品
の
書
風
を
、
十
二
世
紀
後
半
頃
に
流
行
し

た
「
寂
蓮
様
」
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
、
ま
た
、
料
紙
装
飾
に
つ
い
て
は
、
切
箔
や
砂
子
の
散
ら
し
方
な
ど
が
、
寿
永
二
年
（
一

一
八
三
）
の
「
仏
舎
利
奉
納
願
文
」
と
近
似
す
る
と
指
摘
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ら
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
制
作
時
期
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

十
二
世
紀
後
半
と
考
え
ら
れ
た
。

　
一
九
九
三
年
の
拙
稿
は
、
絵
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
と
は
や
や
異
な
る
観
点
か
ら
論
じ
た
。
具
体
的
に
は
、
図
様
や
表
現
の

分
析
に
よ
り
、
絵
の
特
質
に
関
し
て
新
た
な
解
釈
を
試
み
た
。
そ
の
結
果
、
次
の
二
点
を
指
摘
す
る
に
至
っ
た
。
①
本
作
品
に

描
か
れ
た
二
人
の
人
物
像
（
尼
君
と
貴
族
男
性
）
の
ゆ
っ
た
り
と
座
っ
た
姿
態
は
、
阿
字
観
の
規
定
通
り
で
は
な
く
、
物
語
絵

巻
の
人
物
像
の
も
の
と
類
似
し
て
い
る
。
顔
や
装
束
の
文
様
の
表
現
も
ま
た
、
十
二
世
紀
頃
に
制
作
さ
れ
た
物
語
絵
な
ど
の
絵

画
作
品
に
見
ら
れ
る
顔
立
ち
や
文
様
に
近
い
。
従
っ
て
、
本
作
品
は
、
物
語
絵
の
中
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
人
物
の
図
様
を
イ
メ

5
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i
ジ
．
ソ
ー
ス
と
し
、
そ
こ
に
、
阿
字
観
に
関
わ
る
図
像
を
重
ね
合
わ
せ
て
描
か
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
胸
の
部
分
に
阿
字
を

書
き
人
れ
る
と
い
う
は
発
想
は
、
例
え
ば
、
覚
鍍
筆
『
阿
字
観
』
に
掲
載
さ
れ
た
挿
絵
の
よ
う
な
図
像
〔
図
4
〕
か
ら
得
た
も

の
と
思
わ
れ
る
「
本
作
品
の
絵
は
、
物
語
絵
の
図
様
と
宗
教
的
な
図
像
の
両
方
を
重
ね
合
わ
せ
、
人
念
な
制
作
方
法
に
よ
っ
て

描
か
れ
た
、
独
創
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
②
描
か
れ
た
尼
君
は
、
完
全
に
剃
髪
し
た
頭
部
を
露
出
し
、
裡

に
袈
裟
を
喰
4
1
け
る
と
い
う
、
他
に
は
殆
ど
例
の
な
い
姿
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
異
な
姿
と
し
て
表
さ
れ
た
の
は
、
そ
こ
に
、

享
受
者
で
あ
る
特
定
の
女
性
の
立
場
や
境
遇
が
反
映
し
た
た
め
で
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
指
摘
を
現
在
か
ら
振
り
返
る
な
ら
ば
、
特
に
、
②
の
尼
君
の
絵
の
解
釈
に
つ
い
て
、
更
に
考
察
を
深
め
る
必

要
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
私
は
か
つ
て
、
亨
受
者
の
女
性
そ
の
人
が
、
実
際
に
完
全
に
剃
髪
し
た
状
態
に
あ
り
、
そ
の
姿
が

描
か
れ
た
の
だ
と
推
測
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
現
在
で
は
、
そ
の
よ
う
な
可
能
性
だ
け
に
限
定
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
考
え

る
よ
う
に
な
っ
た
．
何
故
な
ら
、
描
か
れ
た
イ
メ
ー
ジ
は
現
実
の
反
映
で
は
な
く
、
注
文
者
や
字
受
者
の
意
図
と
密
接
に
関
わ

図4覚鐵『阿字観』挿絵 叡山文庫蔵

り
な
が
ら
作
り
出
さ
れ
た
も
の
だ
か
ら
で
あ
る
。
平
安
か
ら
鎌

倉
期
の
作
と
さ
れ
る
他
の
多
く
の
絵
巻
作
品
と
同
様
に
、
本
作

品
の
詳
し
い
制
作
意
図
や
享
受
者
の
名
、
画
家
、
詞
書
の
内
容

を
考
案
し
た
人
物
、
詞
書
の
文
字
を
書
い
た
書
家
な
ど
は
、
具

体
的
に
は
明
ら
か
に
な
っ
て
い
な
い
。
だ
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
、

絵
そ
の
も
の
に
即
し
た
分
析
を
行
い
、
誰
が
、
何
の
た
め
に
、

い
か
な
る
意
味
を
込
め
て
絵
を
作
り
ヒ
げ
た
の
か
を
、
読
み
解

6
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い
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

　
本
作
品
に
は
、
先
述
の
よ
う
に
、
料
紙
の
欠
失
部
分
が
認
め
ら
れ
、
制
作
当
初
の
規
模
は
明
ら
か
で
は
な
い
。
だ
が
、
尼
君

と
男
性
の
二
人
の
絵
が
あ
る
状
態
は
、
複
数
の
模
本
に
よ
り
、
江
戸
時
代
十
九
世
紀
頃
に
ま
で
遡
っ
て
確
認
す
る
こ
と
が
で
き

る
。
そ
こ
で
以
下
に
、
絵
と
の
関
連
か
ら
、
模
本
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き
た
い
。
本
作
品
の
模
本
と
し
て
は
、
五
点
が
知
ら
れ

　
　
　
ゆ
　

て
い
る
が
、
絵
と
の
関
連
に
お
い
て
特
に
重
要
な
も
の
は
、
東
京
国
山
ヱ
。
博
物
館
所
蔵
の
狩
野
養
信
模
本
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵

模
本
（
二
巻
の
う
ち
一
巻
）
で
あ
る
。

　
ま
ず
、
狩
野
養
信
模
本
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
松
原
茂
氏
が
写
真
と
共
に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
の
で
、
以
下
、

氏
の
説
に
依
り
説
明
を
行
う
。
狩
野
養
信
模
本
は
、
詞
書
を
省
略
し
、
絵
だ
け
を
二
回
模
写
し
て
い
る
。
絵
は
、
男
性
・
尼
君

の
順
で
あ
り
、
こ
の
二
人
の
組
合
せ
が
二
回
描
か
れ
て
い
る
。
二
回
の
模
写
に
は
、
そ
れ
ぞ
れ
奥
書
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
、

一
つ
め
の
模
写
は
、
文
化
九
年
（
一
八
一
二
）
に
、
松
本
氏
所
蔵
の
模
写
か
ら
描
き
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
二
つ
め
の
模
写
は
、

文
化
六
年
（
一
八
〇
九
）
に
、
松
平
定
信
所
蔵
の
「
集
古
十
種
」
か
ら
描
き
写
し
た
と
い
う
こ
と
が
わ
か
ざ
。
こ
の
二
つ
の
模

写
の
中
で
注
目
す
べ
き
部
分
は
、
文
化
九
年
に
養
信
が
絵
と
共
に
写
し
た
、
松
本
氏
所
蔵
の
模
写
の
奥
書
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ

れ
ば
、
西
園
寺
家
の
家
臣
が
南
都
よ
り
持
参
し
た
「
阿
字
義
絵
」
の
原
本
か
ら
、
広
美
と
い
う
絵
師
が
、
享
和
三
年
（
一
八
〇

三
）
に
絵
を
描
き
写
し
た
の
が
、
松
本
氏
所
蔵
の
模
写
で
あ
る
と
い
う
。
こ
の
奥
書
の
内
容
と
尼
君
と
男
性
の
絵
が
描
か
れ
て

い
る
こ
と
に
よ
り
、
絵
が
尼
君
と
男
性
の
二
人
だ
け
で
あ
る
状
態
は
、
享
和
三
年
、
つ
ま
り
十
九
世
紀
初
め
頃
に
ま
で
遡
っ
て

確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

　
次
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
模
本
に
つ
い
て
の
説
明
に
移
る
。
こ
の
模
本
は
、
詞
書
を
省
略
し
、
尼
君
と
男
性
の
順
で
絵
だ

7
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け
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
。
実
見
の
際
に
確
認
し
た
、
男
性
像
の
紙
背
に
書
か
れ
た
文
章
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
勧
修
寺
家

所
蔵
の
絵
の
み
を
、
原
在
明
（
安
永
七
年
・
一
七
七
八
～
天
保
十
五
年
・
一
八
四
四
）
に
模
写
さ
せ
た
も
の
か
、
或
い
は
、
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
　

れ
を
更
に
模
写
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
も
し
、
こ
の
模
本
の
成
立
時
期
が
、
原
在
明
の
在
世
期
で
あ
れ
ば
、
絵
が
尼
君
と

男
性
の
み
で
あ
る
状
態
は
、
少
な
く
と
も
十
八
世
紀
末
か
ら
十
九
世
紀
頃
に
ま
で
遡
っ
て
確
認
し
う
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

以
上
の
二
点
の
模
本
か
ら
考
え
る
な
ら
ば
、
本
作
品
に
描
か
れ
た
人
物
は
、
お
そ
ら
く
、
制
作
当
初
か
ら
、
尼
君
と
貴
族
男
性

と
い
う
二
人
の
組
合
せ
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

　
本
論
で
は
、
二
人
の
人
物
像
の
う
ち
特
に
尼
君
に
注
目
す
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
本
作
品
の
享
受
者
が
、
具
体
的
な
人
物
名

は
不
明
な
が
ら
、
女
性
で
あ
る
と
想
定
さ
れ
る
た
め
で
あ
る
。
先
行
研
究
で
は
、
詞
書
が
仮
名
交
じ
り
文
で
あ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
女
性
の
成
仏
に
関
わ
る
法
華
経
提
婆
品
が
引
用
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
享
受
者
は
、
貴
族
女
性
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
き
た
。

私
も
ま
た
、
詞
書
の
各
所
に
読
み
手
の
理
解
を
促
す
よ
う
な
平
易
な
文
章
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
よ
う
に
想
定

ハ
ロ
　

し
た
。
女
性
が
享
受
者
で
あ
る
作
品
に
、
「
特
異
」
な
尼
の
姿
が
描
か
れ
た
の
で
あ
り
、
そ
の
姿
に
つ
い
て
分
析
を
行
う
こ
と

は
、
制
作
意
図
や
享
受
者
の
立
場
を
考
察
す
る
上
で
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　
以
上
の
よ
う
な
立
場
か
ら
、
本
論
で
は
、
尼
君
の
姿
の
何
の
、
ど
の
よ
う
な
点
が
、
他
に
比
し
て
「
特
異
」
で
あ
る
の
か
を

具
体
的
に
指
摘
し
、
何
故
そ
の
よ
う
な
「
特
異
」
な
姿
と
し
て
描
か
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
の
か
、
そ
こ
に
ど
の
よ
う
な

意
味
が
あ
る
の
か
を
検
討
す
る
。
そ
し
て
更
に
、
そ
の
よ
う
な
尼
の
絵
を
見
た
い
享
受
者
と
は
ど
の
よ
う
な
立
場
の
女
性
で
あ

っ
た
か
、
ま
た
、
本
作
品
が
い
か
な
る
意
図
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
の
か
、
と
い
っ
た
問
題
に
つ
い
て
、
女
性
と
出
家
を
め
ぐ

る
当
時
の
社
会
状
況
を
視
野
に
入
れ
、
考
察
を
行
う
。

8



三
　
尼
君
の
絵
を
め
ぐ
る
再
検
討

描かれた尼姿の意味　（成原有責）

　
で
は
、
具
体
的
な
絵
の
分
析
に
入
る
。
ま
ず
、
詞
詐
の
内
容
と
絵
を
比
較
し
、
尼
君
の
絵
が
、
見
る
者
に
何
を
訴
え
か
け
、

ど
の
よ
う
な
機
能
を
果
た
し
た
の
か
、
検
討
を
行
う
。

　
絵
は
、
詞
書
の
「
阿
字
功
能
」
の
．
部
、
「
若
人
、
此
観
を
純
熟
せ
む
と
き
に
は
、
こ
の
字
の
ひ
か
り
、
む
ね
の
な
か
よ
り

四
方
に
散
し
て
、
あ
ま
ね
く
十
方
の
一
切
仏
刹
に
遍
せ
む
。
」
〔
句
読
点
は
筆
者
）
の
箇
所
を
絵
画
化
し
て
い
る
、
文
中
に
は
、
尼

　
　
　
君
の
姿
に
関
す
る
具
体
的
な
説
明
は
な
い
が
、
阿
字
か
ら
発
し
た
光
が
胸
の
中

　
　
　
か
ら
四
方
に
広
が
る
、
と
い
う
部
分
は
、
確
か
に
詞
書
と
絵
と
が
対
応
し
て
い

　
　
　
る
．
だ
が
、
絵
を
よ
く
見
れ
ば
、
単
に
詞
詐
の
．
部
を
絵
画
化
し
た
に
と
ど
ま

　
　
ら
な
い
特
徴
が
指
摘
で
き
る
。
．

　
　
　
阿
字
観
は
通
常
、
阿
字
の
図
を
目
の
前
に
掲
げ
て
行
わ
れ
る
〔
図
5
〕
、
阿
字

　
　
　
観
を
行
う
者
は
、
掛
幅
に
書
か
れ
た
阿
字
を
た
よ
り
に
、
観
想
を
行
う
の
で
あ

　
　
　
る
。
掛
幅
の
阿
字
の
図
の
遺
晶
と
し
て
は
、
中
世
頃
の
作
と
さ
れ
る
も
の
が
数

　
　
　
点
伝
存
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
岐
阜
県
来
振
寺
所
蔵
の
「
阿
字
図
」
を
見
る
と

　
　
〔
図
6
〕
、
蓮
台
の
ヒ
に
乗
る
阿
字
だ
け
が
、
画
面
に
許
か
れ
て
い
る
．
こ
う
し

観僻
た
作
例
に
対
し
て
、
本
作
・
叩
で
は
、
阿
字
が
人
物
の
胸
の
部
分
に
直
接
書
か
れ
、

邸
　
　
字
か
ら
は
銀
色
の
光
が
放
射
状
に
発
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
は
、
阿
字
を
感

9
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図6「阿字図」　来振寺蔵

得
し
た
境
地
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
作
品

の
絵
は
、
阿
字
そ
の
も
の
を
観
想
す
る
た
め
と
い
う
よ

り
も
、
む
し
ろ
、
人
間
が
阿
字
を
感
得
し
た
状
態
を
視

覚
的
に
表
す
た
め
に
描
か
れ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い

だ
ろ
う
か
。
こ
の
絵
は
、
難
解
な
密
教
の
観
想
法
に
習

熟
し
て
い
な
い
享
受
者
に
向
け
て
、
阿
字
観
の
功
徳
を

具
体
的
に
示
し
、
阿
字
観
の
行
い
へ
と
促
す
た
め
に
、

工
夫
を
凝
ら
し
て
描
か
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

　
次
に
、
人
物
の
顔
や
装
束
の
表
現
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
顔
は
、
尼
君
も
男
性
も
、
共
に
「
引
目
鉤
鼻
」
で
描
か
れ
る
．
．

「
引
目
鉤
鼻
」
は
、
平
安
期
以
降
の
物
語
絵
画
に
見
ら
れ
る
、
描
か
れ
た
人
物
が
高
貴
な
身
分
で
あ
る
こ
と
を
示
す
記
号
で
あ

る
。
装
束
に
つ
い
て
見
れ
ば
、
尼
君
は
、
剃
髪
し
た
頭
を
露
出
し
、
裡
と
袴
を
着
け
、
袈
裟
を
か
け
て
い
る
。
袴
は
、
群
青
を

薄
く
塗
り
、
そ
の
上
に
、
銀
が
重
ね
ら
れ
て
お
り
、
出
家
者
や
喪
中
の
者
が
着
る
青
鈍
色
を
表
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
袴
は

金
色
で
あ
る
〔
図
2
〕
。
男
性
は
、
直
衣
を
着
け
、
頭
に
は
冠
を
被
る
〔
図
3
〕
。
男
性
の
方
は
、
出
家
者
の
姿
と
し
て
描
か
れ

て
は
い
な
い
。
こ
の
よ
う
な
装
束
に
よ
る
男
性
の
姿
は
、
「
源
氏
物
語
絵
巻
」
「
葉
月
物
語
絵
巻
」
な
ど
、
ト
一
．
世
紀
頃
の
物
語

絵
巻
に
も
よ
く
見
ら
れ
〔
図
7
〕
、
と
り
わ
け
特
徴
的
な
も
の
で
は
な
い
。
こ
れ
に
対
し
、
尼
君
の
方
は
、
剃
髪
し
た
頭
を
露

出
し
、
桂
を
着
け
る
と
い
う
、
他
に
あ
ま
り
例
を
見
な
い
姿
で
あ
る
。
私
は
先
の
論
文
で
、
こ
の
姿
を
「
特
異
」
で
あ
る
と
述

べ
た
。
だ
が
、
本
論
で
は
、
単
に
「
特
異
」
と
見
倣
す
の
で
は
な
く
、
同
時
代
の
絵
画
作
品
と
の
比
較
に
よ
り
、
尼
君
の
何
が

lO
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れ
る
。
ま
た
、

持
品

の
見

返

絵
で
は

図7「源氏物語絵巻」鈴虫（二）

　五島美術館蔵

具
体
的
に
特
異
な
の
か
を
指
摘
し
、
そ
し
て
、
そ
の
意
味
と
は
何
か
に

つ
い
て
、
再
検
討
を
行
う
。

　
レ
一
．
世
紀
か
ら
十
一
．
一
臥
紀
の
絵
画
作
品
の
中
で
、
貴
族
女
性
の
出
家

姿
を
探
索
す
る
と
、
そ
の
多
く
が
裸
を
着
け
、
頭
は
、
尼
削
ぎ
か
頭
巾

を
被
る
状
態
で
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
「
当
麻
曼
茶
羅

縁
起
絵
巻
」
下
巻
第
一
段
で
は
〔
図
8
〕
、
発
心
し
て
出
家
し
た
姫
君

が
、
尼
削
ぎ
と
し
、
黒
に
近
い
色
の
桂
に
袈
裟
を
着
け
た
姿
で
描
か

〔
図
9
〕
、
左
側
の
女
性
は
硅
を
着
け
て
尼
削
ぎ
と
し
、
右
側
の
女
性
は

裡
に
袈
裟
を
か
け
、
頭
巾
を
被
る
姿
で
表
さ
れ
る
．
．
細
部
を
実
見
す
る
と
、
右
側
の
尼
の
額
や
口
元
に
は
搬
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

左
側
の
尼
に
比
べ
年
長
の
よ
う
で
あ
る
。
こ
う
し
た
老
年
と
お
ぼ
し
き
尼
の
例
と
し
て
は
、
「
伴
大
納
．
一
、
口
絵
巻
」
に
も
、
ほ
ぼ

同
様
の
姿
が
見
ら
れ
る
。
左
大
臣
家
の
邸
内
が
描
か
れ
た
中
巻
第
一
段
に
は
、
黄
色
の
頭
巾
を
被
り
、
墨
色
の
褄
を
着
け
た
尼

が
、
数
珠
を
か
け
て
合
掌
し
て
い
る
〔
図
m
〕
。

　
こ
の
よ
う
に
、
描
か
れ
た
貴
族
女
性
の
尼
姿
を
見
れ
ば
、
そ
の
殆
ど
が
、
尼
削
ぎ
か
或
い
は
頭
巾
を
被
り
、
袖
を
着
け
て
表

さ
れ
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
の
中
に
あ
っ
て
、
例
外
的
に
、
例
の
み
、
「
平
家
納
経
」
序
品
の
見
返
絵
に
は
、
剃
髪
し
た
頭
を

露
出
す
る
尼
が
見
ら
れ
る
〔
図
H
〕
。
そ
こ
で
、
本
作
品
の
尼
君
の
姿
と
比
較
し
、
分
析
を
行
う
。
「
平
家
納
経
」
序
品
の
尼
は
、

剃
髪
の
頭
で
あ
り
な
が
ら
裡
を
着
け
る
点
で
、
．
見
、
本
作
品
の
尼
君
と
近
似
し
て
い
る
、
だ
が
、
頭
の
細
部
の
表
現
に
注
目

す
る
と
、
両
者
の
間
に
は
明
ら
か
な
違
い
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
ず
、
本
作
品
の
尼
君
で
あ
る
が
〔
図
1
2
〕
、
そ
の
頭
に
は
、
髪

ll
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図8「当麻曼茶羅縁起絵巻」下巻第一段　光明寺蔵

図9「平家納経」勧持品　見返絵　厳島神社蔵

10「伴大納言絵巻」中巻第一段　出光美術館蔵

の
剃
り
跡
が
は
っ
き
り
と
表
さ
れ
て
い
る
。
頭
頂
部
と
後
頭
部
に
は
、
肌
の
色
を
表
す
顔
料
の
ヒ
に
、
占
い
色
が
重
ね
て
塗
ら

れ
て
お
り
、
実
見
の
際
に
も
、
こ
こ
に
、
群
青
の
細
か
な
粒
子
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
た
。
群
青
に
よ
っ
て
、
髪
の
剃
り
跡

の
蒔
々
と
し
た
様
～
を
強
調
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
こ
れ
に
対
し
、
コ
平
家
納
経
」
序
品
の
尼
は
、
顔
か
ら
頭
全
体
に
か

け
て
、
肌
の
色
を
表
す
顔
料
の
み
が
続
け
て
均
一
に
塗
ら
れ
て
お
り
、
髪
の
剃
り
跡
は
全
く
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　
以
h
の
よ
う
に
、
他
の
作
品
と
比
較
す
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
尼
君
の
頭
は
、
殆
ど
表
現
さ
れ
な
い
状
態
を
描
き
表
し
た
も

の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
判
明
す
る
。
単
に
、
剃
髪
の
頭
を
露
出
し
た
の
で
は
な
く
、
占
々
と
し
た
剃
り
跡
を
強
調
し
、
そ
の

よ
う
な
頭
を
見
せ
た
様
子
が
、
敢
え
て
描
か
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
お
そ
ら
く
、
青
々
と
剃
っ
た
頭
を
隠
す
こ
と
な
く
見
せ
る

12
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図12「阿字義絵」尼君　部分　藤田美術館蔵

図11「平家納経」序品 見返絵

厳島神社蔵

こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

　
描
か
れ
た
女
性
の
姿
と
髪
の
関
係
に
つ
い
て
い
え
ば
、
平
安
期
以

降
の
物
語
絵
巻
で
は
、
「
引
目
鉤
鼻
」
の
顔
と
將
か
で
長
い
黒
髪
の

組
合
せ
が
、
「
高
貴
」
で
「
理
想
的
な
美
し
い
」
女
性
を
描
く
際
の

約
束
事
で
あ
っ
た
。
こ
の
点
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
「
引
目
鉤
鼻
」

の
顔
な
が
ら
、
頭
髪
を
全
て
剃
り
落
と
し
た
本
作
品
の
尼
君
に
は
、

女
性
ら
し
さ
の
対
極
の
意
味
が
あ
る
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

剃
り
跡
ま
で
も
詳
し
く
示
し
た
表
現
に
は
、
女
性
で
あ
る
こ
と
に
対

す
る
否
定
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
、

　
こ
の
よ
う
な
表
現
の
意
味
を
、
仏
教
の
文
脈
に
お
い
て
考
え
る
な

ら
ば
、
女
性
の
往
生
や
成
仏
と
の
深
い
関
わ
り
が
想
定
さ
れ
る
。
法

華
経
提
婆
品
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
仏
教
経
典
で
は
、
女
性
は
π

障
一
．
一
従
の
存
在
で
あ
り
、
そ
れ
故
に
、
そ
の
ま
ま
の
姿
で
は
成
仏
で

き
ず
、
男
子
に
変
ず
る
こ
と
（
転
女
成
男
）
に
よ
っ
て
初
め
て
仏
と

な
る
こ
と
が
で
き
る
、
と
説
か
れ
る
。
女
性
は
、
自
ら
の
性
を
否
定

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
成
仏
が
吋
能
と
な
る
の
で
あ
る
。
女
性
ら
し

さ
の
象
徴
で
あ
る
髪
を
完
全
に
剃
り
落
と
し
た
、
本
作
品
の
尼
君
の

13
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図13「当麻曼茶羅縁起絵巻」

　　　　下巻第二段　光明寺蔵

図14「当麻曼茶羅縁起絵巻」下巻第二段　光明寺蔵

頭
部
の
表
現
に
は
、
転
女
成
男
に
よ
る
成
仏
・
往
生
と
の
関
わ
り
が
考
え
ら
れ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　
こ
の
点
に
つ
い
て
更
に
検
討
を
進
め
る
た
め
、
縁
起
絵
巻
や
高
僧
伝
絵
に
描

か
れ
た
、
転
女
成
男
に
よ
る
成
仏
・
往
生
の
場
面
を
掲
げ
、
比
較
を
行
う
。
例
え

ば
、
「
当
麻
曼
茶
羅
縁
起
絵
巻
」
下
巻
第
二
段
に
は
、
尼
が
姿
を
変
え
、
浄
土
へ

と
向
か
う
場
面
が
あ
る
。
詞
詩
に
よ
る
と
、
尼
は
、
当
麻
曼
茶
羅
の
深
義
を
語
り
、

自
分
は
阿
弥
陀
仏
の
化
身
で
あ
る
と
告
げ
、
西
方
を
指
し
て
去
っ
た
と
い
う
。
絵

を
見
る
と
、
当
麻
曼
茶
羅
の
前
に
座
っ
て
い
る
尼
は
、
法
衣
と
袈
裟
を
着
け
、
頭

巾
を
被
っ
て
い
る
〔
図
1
3
〕
。
だ
が
、
場
面
が
移
り
、
西
に
向
け
て
空
へ
と
飛
び

去
る
際
に
は
、
頭
巾
が
無
く
な
り
、
頭
を
あ
ら
わ
に
し
た
姿
へ
と
変
身
を
遂
げ
る

の
で
あ
る
〔
図
1
4
〕
。
頭
や
顔
の
部
分
は
、
顔
料
が
剥
落
し
て
い
る
も
の
の
、
後

頭
部
の
丸
み
を
帯
び
た
形
が
白
く
は
っ
き
り
と
浮
か
び
上
が
っ
て
お
り
、
頭
全
体

が
頭
巾
に
被
わ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
る
。
次
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
別
の
例
と

し
て
、
十
四
世
紀
頃
の
作
品
で
は
あ
る
が
、
「
法
然
ヒ
人
伝
絵
」
第
卜
九
巻
第
五

段
を
挙
げ
る
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、
法
然
か
ら
念
仏
の
教
え
を
受
け
た
尼
が
往
生
す

る
姿
で
あ
る
と
い
う
〔
図
1
5
〕
。
そ
の
頭
に
は
、
剃
り
跡
が
表
現
さ
れ
、
僧
侶
の

　
　
　
　
　
い

よ
う
に
見
え
る
。
剃
髪
し
た
頭
部
を
あ
ら
わ
に
見
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
転
女
成

14
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男
に
よ
る
往
生
が
表
現
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
、
転
女
成
男
に
よ
る
尼
の
往
生
を
表
現
し
た
例
と
、
本
作
品
の
尼

君
の
姿
と
を
、
頭
部
に
注
目
し
て
比
較
す
る
な
ら
ば
、
剃
髪
し
た
頭
を
隠
す
こ
と
な
く
見
せ
る
と
い
う
点
で
、
共
通
性
を
指
摘

す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
で
は
、
当
時
の
現
実
の
社
会
の
中
で
は
、
女
性
の
出
家
・
剃
髪
は
、
い
か
に
捉
え
ら
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
占
代
・
中
世

期
の
女
性
の
出
家
に
関
す
る
歴
史
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
当
時
の
貴
族
女
性
の
出
家
の
理
由
と
し
て
、
自
身
の
老
年
や
病
、
或

　
　
　
い
は
、
肉
親
の
死
・
出
家
・
病
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
と
略
つ
。
貴
族
女
性
に
と

　
　
　
っ
て
、
出
家
は
、
多
く
の
場
合
、
自
身
の
死
後
の
往
生
を
祈
願
す
る
た
め
に
、

図15「法然上人伝絵」第十九巻第五段　知恩院蔵

或
い
は
、
肉
親
と
の
関
わ
り
に
お
い
て
な
さ
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
出

家
に
伴
う
剃
髪
は
、
段
階
を
経
て
行
わ
れ
る
場
合
が
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
つ
ま
り
、
初
め
に
、
肩
や
腰
の
辺
り
で
髪
を
切
り
そ
ろ
え
る
尼
削
ぎ
の
状

態
と
な
り
、
後
に
、
本
格
的
な
仏
道
修
行
に
よ
り
往
生
や
成
仏
を
願
う
た
め
、

或
い
は
、
病
や
死
に
直
面
し
た
際
に
延
命
や
往
生
・
成
仏
を
願
う
た
め
、
完
全

に
剃
髪
を
行
う
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
と
い
う
。
ま
た
、
尼
削
ぎ
か
ら
更
に
完
全
な

剃
髪
が
な
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
史
料
の
中
に
は
、
完
全
な
剃
髪
を
「
僧
と
為
る
」

「
法
師
と
為
る
」
と
表
現
し
た
場
合
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
完
全
な
剃
髪
に
は
、

転
女
成
男
に
よ
る
往
生
・
成
仏
の
思
想
が
深
く
関
連
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
て

い
ボ
・

15
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以
上
の
よ
う
な
、
絵
の
分
析
結
果
と
、
歴
史
学
の
研
究
成
果
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
尼
君
の
剃
り
跡
を
強
調

し
た
頭
は
、
や
は
り
、
転
女
成
男
に
よ
る
往
生
・
成
仏
に
通
じ
る
意
味
を
持
つ
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。
詞
書
の
第
十

二
紙
に
は
、
法
華
経
提
婆
品
の
一
文
「
も
し
善
男
子
善
女
人
あ
り
て
、
妙
法
華
経
の
提
婆
品
を
き
、
て
、
き
よ
き
心
を
ま
こ

と
・
し
、
敬
て
疑
を
な
さ
・
ら
む
も
の
は
、
三
悪
道
に
を
ち
す
。
」
（
句
読
点
は
筆
者
）
が
引
用
さ
れ
て
い
る
。
提
婆
品
は
、
転
女

成
男
に
よ
る
成
仏
を
説
く
こ
と
で
知
ら
れ
、
「
源
氏
物
語
」
を
は
じ
め
と
す
る
当
時
の
文
学
や
、
日
記
な
ど
の
史
料
に
も
、
提

婆
品
が
女
性
達
の
信
仰
を
集
め
た
様
子
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
意
味
を
持
つ
提
婆
品
が
、
本
作
品
の
詞
書
に
引
用
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
み
て
も
、
尼
君
の
頭
の
表
現
に
転
女
成
男
の
意
味
が
込
め
ら
れ
た
と
い
う
解
釈
は
矛
盾
し
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　
で
は
、
本
作
品
の
尼
君
は
、
剃
り
跡
を
強
調
し
た
頭
部
を
あ
ら
わ
に
し
、
女
性
で
あ
る
こ
と
を
否
定
し
な
が
ら
も
、
何
故
、

貴
族
女
性
の
日
常
着
で
あ
る
桂
を
着
け
て
描
か
れ
た
の
だ
ろ
う
か
。
女
性
で
あ
る
こ
と
を
否
定
す
る
意
味
を
込
め
た
の
な
ら
ば
、

そ
の
装
束
も
、
僧
侶
が
着
用
す
る
黒
の
法
衣
に
す
べ
き
と
こ
ろ
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
敢
え
て
女
性
の
装
束
で
あ
る
桂

が
選
ば
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
の
点
に
つ
い
て
考
え
る
に
あ
た
り
、
参
考
と
な
る
作
品
と
し

て
「
絵
系
図
」
を
掲
げ
、
本
作
品
と
の
比
較
を
行
う
。

　
浄
土
真
宗
仏
光
寺
派
に
於
い
て
盛
ん
に
制
作
さ
れ
た
絵
系
図
の
ひ
と
つ
、
コ
流
相
承
系
図
」
の
冒
頭
に
は
、
了
源
．
了
明

尼
の
夫
妻
の
像
が
描
か
れ
て
い
る
〔
図
1
6
〕
。
二
人
は
共
に
、
黒
の
法
衣
を
着
け
、
剃
髪
し
た
頭
を
露
出
し
て
お
り
、
一
見
す

る
と
二
人
の
僧
侶
の
よ
う
に
見
受
け
ら
れ
る
。
だ
が
、
絵
の
右
上
に
は
名
前
が
書
き
込
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
ま
た
、
初
期

真
宗
教
団
に
お
い
て
は
、
夫
と
妻
を
基
礎
と
し
た
組
織
形
成
が
な
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
二
人
が
僧
侶
と
尼
と
し

て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
ボ
。
＝
流
相
承
系
図
」
の
了
源
・
了
明
尼
の
よ
う
に
、
二
人
が
男
女
の
一
組
で
あ
る
こ
と
を

16
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保
証
す
る
文
字
テ
ク
ス
ト
が
あ
れ
ば
、
二
人
が
共
に
剃
髪
に
法
衣
姿
で
描
か
れ
て
い
て
も
、
う
ち
一
入
は
尼
で
あ
る
と
い
う
こ

と
が
明
確
と
な
る
。
し
か
し
、
そ
の
よ
う
な
文
字
テ
ク
ス
ト
が
な
い
本
作
品
に
於
い
て
、
も
し
尼
君
が
、
「
．
流
相
承
系
図
」

の
了
明
尼
の
よ
う
に
、
墨
色
の
法
衣
で
描
か
れ
た
な
ら
ば
、
尼
か
僧
侶
か
を
判
別
で
き
な
い
可
能
性
が
生
じ
る
で
あ
ろ
う
．
、
こ

の
よ
う
に
、
他
の
作
例
と
比
較
し
て
考
え
る
な
ら
ば
、
本
作
品
は
、
裸
と
い
う
貴
族
女
性
の
日
常
着
を
尼
に
着
せ
る
こ
と
に
よ

り
、
視
覚
的
に
、
こ
れ
が
尼
で
あ
り
、
描
か
れ
た
．
、
人
が
男
女
の
組
合
せ
な
の
だ
と
い
う
意
味
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
た
の
だ

と
思
わ
れ
る
。
描
か
れ
た
の
が
僧
侶
で
は
な
く
、
紛
れ
も
な
く
尼
君
で
あ
り
、
そ
し
て
、
尼
君
と
在
俗
の
貴
族
男
性
の
ペ
ア
で

図16「一流相承系図」　仏光寺蔵

あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に
、
尼
君
は
剃
髪
姿
で
あ
っ
て
も
、
硅
を
着
け
て
描
か

れ
た
と
考
え
ら
れ
る
．

　
そ
れ
で
は
、
本
作
品
の
絵
が
男
女
の
組
合
せ
で
あ
り
、
か
つ
女
性
だ
け
が
尼

姿
で
あ
る
の
は
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
か
ら

は
推
察
の
域
で
は
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
絵
の
分
析
に
基
づ
き
、
こ
こ
に
、
占

代
．
中
世
期
の
社
会
に
於
け
る
男
女
の
宗
教
的
役
割
や
位
置
づ
け
を
考
え
合
わ

せ
、
い
く
つ
か
の
解
釈
を
試
み
る
。

　
ま
ず
、
ひ
と
つ
に
は
、
本
作
品
の
男
性
と
尼
君
が
、
夫
妻
と
し
て
、
よ
り
具

体
的
に
は
、
故
人
と
な
っ
た
夫
と
そ
の
妻
の
組
合
せ
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性

が
考
え
ら
れ
る
。
当
時
、
女
性
が
尼
と
な
る
理
由
の
中
に
、
肉
親
の
死
や
出
家

お
よ
び
病
が
あ
っ
た
が
、
歴
史
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
摂
関
期
末
か
ら
院
政
期

17
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以
降
に
は
、
特
に
、
夫
の
死
と
連
動
し
た
妻
の
出
家
が
増
加
す
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
夫
の
死
を
契
機
と
し
、
四
十
九

日
前
後
に
妻
が
出
家
す
る
ケ
ー
ス
が
増
え
、
そ
の
背
景
に
は
、
儒
教
的
な
節
婦
か
ら
思
想
的
影
響
を
受
け
た
寡
婦
の
観
念
が
あ

っ
た
と
い
わ
れ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
妻
の
出
家
は
、
夫
妻
の
縁
を
、
現
世
と
来
世
の
二
世
に
わ
た
っ
て
続
く
も
の
と
見
倣

す
考
凡
方
と
深
く
関
わ
っ
て
い
た
と
さ
桜
♂
。
こ
う
し
た
夫
婦
観
を
視
野
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
男
性
と
尼
君
は
、
生

前
の
夫
の
姿
と
、
二
世
に
続
く
夫
妻
の
縁
を
祈
願
し
、
ま
た
、
自
身
の
往
生
を
願
う
意
味
も
込
め
た
出
家
姿
の
妻
、
と
い
う
組

合
せ
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
も
ち
ろ
ん
、
女
性
が
尼
と
な
る
契
機
は
、
夫
の
死
だ
け
で
は
な
か
っ

た
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
女
性
自
身
の
理
由
か
ら
、
例
え
ば
、
老
年
や
病
の
た
め
に
、
夫
の
存
命
中
で
あ
っ
て
も
妻
だ
け
が

尼
と
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
と
す
れ
ば
、
本
作
品
の
尼
君
と
男
性
は
、
夫
の
生
存
中
に
尼
に
な
っ
た
女
性
と
そ
の
夫
、
と
い
う

組
合
せ
と
し
て
見
倣
す
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
う
し
た
可
能
性
に
つ
い
て
は
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
。
何
故
な

ら
、
夫
の
生
存
中
の
妻
の
出
家
は
、
多
く
は
、
病
な
ど
自
身
の
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
場
合
に
は
原
則
と
し
て
、
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
　

婦
関
係
の
解
消
を
意
味
し
た
か
ら
で
あ
る
。
本
作
品
に
は
、
男
性
と
尼
君
の
二
人
が
描
か
れ
、
ペ
ア
と
し
て
表
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
そ
こ
に
は
、
夫
婦
の
関
係
の
解
消
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
そ
の
継
続
の
方
の
意
味
を
積
極
的
に
読
み
取
る
こ
と
が
で

き
る
の
で
は
な
か
ろ
・
％
が
。

　
次
に
、
も
う
ひ
と
つ
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
尼
君
と
男
性
が
、
母
と
息
子
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
想
定
さ
れ
る
。
古
代
・

中
世
期
の
仏
教
説
話
や
往
生
伝
及
び
高
僧
伝
に
は
、
子
供
が
母
に
対
し
て
孝
養
を
尽
く
し
、
ま
た
、
母
の
死
後
に
は
追
善
供
養

を
行
う
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
母
は
尊
敬
の
対
象
で
は
あ
っ
た
が
、
同
時
に
、
女
性
で
あ
る
が
故
に
罪
深

く
救
済
が
必
要
な
存
在
で
も
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
母
の
往
生
や
成
仏
は
、
母
自
身
の
祈
願
の
み
な
ら
ず
、
子
供
が
そ
の
菩
提

18
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を
弔
う
こ
と
で
成
就
さ
れ
る
、
と
説
か
れ
た
の
で
あ
る
。
ま
た
、
子
供
か
母
の
い
ず
れ
か
が
出
家
を
し
て
も
、
親
子
の
縁
は
切

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

れ
な
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
、
仏
教
に
於
け
る
母
子
関
係
の
あ
り
方
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
絵
は
、
母

と
母
の
後
生
を
託
さ
れ
る
息
子
の
姿
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
更
に
、
完
全
な
剃
髪
の
意
味
を
考
え
合
わ
せ
、
一

歩
踏
み
込
ん
だ
想
定
を
す
る
な
ら
ば
、
こ
の
絵
は
、
母
の
視
線
か
ら
、
つ
ま
り
、
母
の
側
の
願
い
に
基
づ
い
て
描
か
れ
た
母
子

像
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
何
故
な
ら
ば
、
女
性
の
完
全
な
剃
髪
は
、
転
女
成
男
に
よ
る
往
生
や
成
仏
に
通
じ
る
意
味
を

持
つ
一
方
で
、
死
を
連
想
さ
せ
る
側
面
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
先
に
触
れ
た
よ
う
に
、
死
や
病
に
直
面
し
た
際
に
は
、
往
生

や
延
命
を
願
っ
て
髪
を
全
て
剃
り
落
と
す
場
合
が
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
に
、
完
全
な
剃
髪
姿
は
、
往
生
や
成
仏
に
通
じ
る
と
同

時
に
、
死
や
病
と
い
っ
た
不
吉
な
事
態
も
連
想
さ
せ
る
も
の
と
見
倣
さ
れ
て
い
た
と
賑
㌍
。
こ
の
よ
う
に
、
完
全
な
剃
髪
姿
が

不
吉
な
意
味
を
も
含
む
も
の
で
あ
る
な
ら
ば
、
本
作
品
の
絵
は
、
母
の
往
生
を
願
う
息
子
の
側
か
ら
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、

往
生
を
強
く
希
求
す
る
母
の
側
の
視
線
か
ら
描
か
れ
た
、
母
と
息
子
の
組
合
せ
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
死
を
意
味
す
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
母
の
側
か
ら
、
完
全
な
剃
髪
の
姿
が
求
め
ら
れ
た
の
は
、
や
は
り
、
転
女
成
男
が
往
生
や
成
仏
の
基
本
的
な

条
件
と
さ
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
こ
の
組
合
せ
に
は
、
自
身
の
往
生
を
祈
願
し
、
ま
た
、
死
後
の
追
善
を
息
子
に
託
し
、
宗
教

上
の
後
見
の
役
割
を
息
子
に
期
待
し
た
、
母
の
側
の
願
い
が
窺
わ
れ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
歴
史
学
の
研
究
に
よ
れ
ば
、
説
話

や
伝
記
に
書
か
れ
た
仏
教
的
母
子
関
係
は
、
子
供
が
母
の
た
め
に
孝
養
と
追
善
を
行
う
と
い
う
↓
方
的
な
も
の
で
は
な
く
、
母

の
側
も
子
供
に
そ
れ
を
期
待
す
る
と
い
う
、
双
方
向
の
も
の
で
あ
っ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
双
方
向
の
母
子
関
係
か
ら

み
て
も
、
母
の
願
い
に
基
づ
い
た
母
子
像
と
い
う
解
釈
は
矛
盾
し
な
い
と
考
え
る
。

　
以
上
、
当
時
の
社
会
に
於
け
る
男
女
及
び
家
族
の
宗
教
的
役
割
や
位
置
づ
け
を
視
野
に
入
れ
、
絵
の
組
合
せ
と
そ
の
意
味
に
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つ
い
て
、
現
段
階
で
想
定
し
う
る
二
つ
の
ケ
ー
ス
を
提
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
可
能
性
が
想
定
し
う
る
と
す
る
な
ら
ば
、
本
作
品

は
、
い
か
な
る
意
図
の
も
と
に
制
作
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。
そ
こ
で
、
次
章
で
は
、
二
つ
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ケ
ー

ス
に
つ
い
て
、
制
作
事
情
の
問
題
と
関
わ
ら
せ
な
が
ら
検
討
を
行
う
。

四
　
制
作
意
図
と
享
受
者
の
立
場
に
関
す
る
推
察

　
第
一
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、
絵
が
、
夫
と
妻
と
し
て
描
か
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
妻
が
、
来
世
に
も
夫
婦
の
縁
が
続
く
こ
と
を

願
い
、
ま
た
、
自
身
の
往
生
の
祈
願
も
込
め
て
、
制
作
を
発
願
し
、
か
つ
鑑
賞
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
二
の
ケ
ー
ス
と
し
て
、

絵
が
、
母
と
息
子
と
し
て
描
か
れ
た
と
す
る
な
ら
ば
、
完
全
剃
髪
の
意
味
を
視
野
に
入
れ
、
次
の
よ
う
に
推
測
す
る
こ
と
が
で

き
る
と
思
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
息
子
が
積
極
的
に
望
ん
で
母
の
た
め
に
制
作
し
た
と
い
う
よ
り
も
、
む
し
ろ
、
母
が
抱
い
て

い
た
往
生
へ
の
強
い
祈
願
を
、
息
子
が
斜
酌
し
、
母
の
た
め
に
制
作
を
計
画
し
た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

　
い
ず
れ
の
場
合
に
も
、
本
作
品
の
制
作
の
契
機
に
は
、
女
性
の
側
か
ら
の
祈
願
が
深
く
関
わ
っ
て
い
る
と
想
定
さ
れ
る
。
こ

こ
に
、
詞
書
の
内
容
を
考
え
合
わ
せ
る
な
ら
ば
、
本
作
品
は
、
阿
字
観
や
法
華
経
信
仰
及
び
念
仏
に
よ
っ
て
清
浄
な
境
地
に
至

る
た
め
に
、
ま
た
、
当
時
の
貴
族
達
の
諸
行
往
生
の
思
想
に
基
づ
き
、
そ
の
よ
う
な
数
々
の
行
い
に
よ
っ
て
、
妻
ま
た
は
母
の

祈
願
を
叶
え
る
べ
く
、
制
作
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
制
作
意
図
の
も
と
、
詞
書
の
編
纂
は
、
貴

族
男
性
と
天
台
宗
の
僧
侶
が
協
力
し
て
行
い
、
ま
た
、
胸
の
部
分
に
阿
字
を
入
れ
る
と
い
う
、
密
教
図
像
を
参
考
と
し
た
作
画

上
の
ア
イ
デ
ア
を
彼
ら
や
画
家
が
共
に
考
案
し
、
完
成
さ
れ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
協
力
者
で
あ
る
貴
族
男
性
の
立
場
は
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明
ら
か
で
は
な
い
が
、
詞
書
の
一
部
に
丁
寧
な
語
り
か
け
の
表
現
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
恐
ら
く
、
享
受
者
の
女
性
に
と
っ

て
身
近
な
人
物
で
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
第
二
の
ケ
ー
ス
の
場
合
に
は
、
息
子
で
あ
る
可
能
性
も
想
定
で
き
よ
う
。

　
以
上
、
絵
の
特
質
と
、
当
時
の
女
性
の
出
家
を
め
ぐ
る
状
況
や
、
夫
妻
や
親
子
に
求
め
ら
れ
た
宗
教
的
役
割
を
考
え
合
わ
せ
、

本
作
品
の
制
作
意
図
に
関
し
て
推
察
を
試
み
た
。
尼
君
の
絵
の
意
味
や
、
女
性
の
完
全
剃
髪
姿
の
社
会
的
意
味
か
ら
判
断
す
る

な
ら
ば
、
本
作
品
は
、
旦
ハ
体
的
な
名
は
明
確
で
な
い
が
、
特
定
の
女
性
が
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
に
鑑
賞
す
べ
く
制
作
さ
れ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
そ
こ
で
最
後
に
、
尼
君
の
絵
と
享
受
者
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
更
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
と
し
た
い
。
完
全
な
剃

髪
を
強
調
し
た
尼
の
姿
を
見
た
か
っ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
境
遇
の
女
性
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
尼
君
の
絵
が
、
他
に
例
を
見
な
い
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
と
い
う
点
か
ら
す
れ
ば
、
ま
ず
、
享
受
者
そ
の
人
を
描
い
た
と
い

う
場
合
が
考
え
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
享
受
者
が
実
際
に
完
全
に
剃
髪
し
て
お
り
、
そ
の
姿
を
表
し
た
可
能
性
が
あ
ろ
う
。
但
し
、

享
受
者
の
女
性
は
、
現
実
の
生
活
の
上
で
は
、
剃
髪
し
た
頭
を
頭
巾
で
被
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
、
あ
く
ま
で
も
絵
と
し
て
、
頭

を
露
出
し
た
姿
を
表
し
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
れ
と
は
別
に
、
完
全
に
剃
髪
し
た
場
合
に
伴
う
実
生
活

上
の
様
々
な
制
約
が
あ
り
、
そ
れ
故
に
剃
髪
に
慎
重
で
あ
っ
た
当
時
の
状
況
を
考
慮
す
る
な
ら
ば
、
次
の
よ
う
な
場
合
を
想
定

す
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
す
な
わ
ち
、
享
受
者
は
、
実
生
活
上
の
何
ら
か
の
理
由
に
よ
っ
て
、
実
際
に
は
完
全
な
剃
髪
に
至
る

こ
と
が
で
き
ず
、
完
全
な
剃
髪
姿
と
な
る
願
い
だ
け
を
込
め
て
、
尼
君
の
よ
う
な
絵
を
求
め
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
絵
の

中
で
、
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
と
し
て
、
完
全
な
剃
髪
を
遂
げ
る
た
め
に
、
こ
の
尼
君
の
絵
が
描
か
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

つ
ま
り
、
尼
削
ぎ
の
状
態
に
留
ま
っ
て
い
る
女
性
、
或
い
は
、
そ
れ
以
前
の
段
階
に
あ
っ
て
殆
ど
髪
を
切
っ
て
い
な
い
女
性
が
、

絵
の
上
で
架
空
に
完
全
な
剃
髪
を
遂
げ
、
そ
の
姿
を
視
覚
的
に
確
認
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
身
の
祈
願
を
満
た
そ
う
と
し
た
可
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能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

　
先
の
拙
稿
で
は
、
本
作
品
の
模
本
や
詞
書
の
原
典
に
、
九
条
兼
実
や
道
家
の
名
が
登
場
す
る
こ
と
か
ら
、
本
作
品
の
制
作
者

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
　

や
享
受
者
は
、
九
条
家
関
連
の
人
々
で
は
な
い
か
と
推
測
し
た
。
九
条
家
の
女
性
達
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
『
玉
葉
』
等
の
記

録
の
中
に
は
、
女
性
達
と
本
作
品
と
が
結
び
つ
く
よ
う
な
旦
ハ
体
的
な
内
容
は
ま
だ
見
出
さ
れ
な
い
が
、
模
本
や
詞
書
の
原
典
か

ら
、
九
条
家
と
本
作
品
と
の
関
わ
り
が
推
測
し
う
る
の
な
ら
ば
、
九
条
家
の
人
々
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
検
討
し
た
よ
う
な
い
ず

れ
か
の
事
情
の
も
と
、
制
作
・
享
受
さ
れ
た
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。

22

お
わ
り
に

　
以
上
、
本
作
品
の
尼
君
の
姿
を
中
心
に
、
絵
に
込
め
ら
れ
た
意
味
に
つ
い
て
、
当
時
の
社
会
的
状
況
を
視
野
に
入
れ
て
再
検

討
を
行
い
、
併
せ
て
、
制
作
意
図
に
つ
い
て
推
察
を
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ま
ず
、
髪
を
剃
り
落
と
し
、
そ
の
跡
を
強
調
し
た

尼
君
の
頭
に
は
、
転
女
成
男
に
よ
る
往
生
・
成
仏
の
意
味
が
窺
わ
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
次
に
、
尼
君
の
桂
に
つ
い
て
は
、

描
か
れ
た
の
が
僧
侶
で
は
な
く
尼
で
あ
り
、
ま
た
、
尼
君
と
貴
族
男
性
の
組
合
せ
な
の
だ
と
い
う
こ
と
を
視
覚
的
に
示
す
た
め

に
、
意
識
的
に
女
性
の
装
束
が
選
ば
れ
た
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
更
に
、
尼
君
と
男
性
が
、
妻
と
夫
ま
た
は
母
と
息
子
の
組
合

せ
と
し
て
描
か
れ
た
可
能
性
を
想
定
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
可
能
性
を
も
と
に
、
本
作
品
の
制
作
意
図
を
推
定
し
た
。
そ
し
て
最
後

に
、
尼
君
の
絵
と
享
受
者
の
女
性
の
境
遇
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
た
。

　
本
作
品
の
尼
君
の
姿
は
、
剃
髪
し
た
頭
を
あ
ら
わ
に
し
、
桂
を
着
け
る
と
い
う
、
一
見
、
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
も
の
で
あ
る
。



だ
が
、
本
論
で
は
、
そ
う
し
た
、
頭
と
装
束
の
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
組
合
せ
に
こ
そ
意
味
が
あ
る
と
捉
え
返
す
立
場
か
ら
、
解
釈

を
試
み
た
。
享
受
者
の
女
性
の
具
体
像
に
つ
い
て
は
、
絵
に
描
か
れ
た
男
性
像
と
の
関
わ
り
も
含
め
、
史
料
の
分
析
と
あ
わ
せ

て
、
今
後
更
に
検
討
を
続
け
た
い
。

描かれた尼姿の意味　（成原有貴〉

注

（
1
）
　
「
阿
字
義
伝
画
巻
解
」
『
国
華
』
四
五
五
・
四
五
六
　
［
九
二
八
。

　
　
　
松
原
茂
「
経
典
絵
巻
の
種
々
相
」
『
続
日
本
絵
巻
大
成
』
一
〇
、
中
央
公
論
社
、
一
九
入
四
。

（
2
）
　
拙
稿
「
阿
字
義
絵
の
詞
書
編
者
と
絵
を
め
ぐ
る
新
知
見
」
『
仏
教
芸
術
』
二
一
一
、
一
九
九
三
。

（
3
）
　
本
論
で
は
、
「
享
受
者
」
と
い
う
言
葉
を
、
作
品
を
鑑
賞
す
る
立
場
に
あ
り
、
か
つ
、
作
品
の
制
作
事
情
に
も
関
与
し
た
可
能
性
の
あ
る
者
、
と

　
　
い
う
意
味
で
用
い
る
こ
と
と
す
る
。

（
4
）
　
詞
書
の
各
項
目
の
名
前
は
、
「
唐
房
法
橋
御
消
息
」
「
法
華
経
と
念
仏
」
を
除
き
、
項
目
の
冒
頭
に
記
さ
れ
る
。

　
　
　
「
唐
房
法
橋
御
消
息
」
は
、
「
阿
字
功
能
」
に
続
き
、
行
頭
を
三
文
字
分
ほ
ど
下
げ
、
「
唐
房
法
橋
御
消
息
云
」
と
の
書
き
出
し
で
始
ま
り
、
三
行

　
　
分
の
み
記
さ
れ
る
。
他
の
項
目
名
の
よ
う
に
、
書
き
出
し
の
部
分
が
、
行
頭
か
ら
や
や
大
き
め
の
文
字
で
書
か
れ
て
い
な
い
た
め
、
厳
密
に
は
ひ
と

　
　
つ
の
項
目
と
は
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
こ
こ
で
は
、
詞
書
全
体
の
構
成
を
示
す
た
め
に
、
「
阿
字
功
能
」
の
次
に
掲
げ
た
。

　
　
　
第
十
三
紙
以
降
の
「
法
華
経
と
念
仏
」
は
、
注
1
の
論
文
に
於
い
て
、
松
原
氏
が
新
た
に
名
付
け
ら
れ
た
項
目
で
あ
る
。
第
十
二
紙
ま
で
は
浄

　
　
三
業
真
言
に
つ
い
て
の
内
容
で
あ
る
が
、
第
十
三
紙
か
ら
は
法
華
経
と
念
仏
に
つ
い
て
説
か
れ
て
お
り
、
第
十
二
紙
と
第
十
三
紙
の
間
に
は
、
内
容

　
　
に
変
化
が
認
め
ら
れ
る
。
そ
の
た
め
、
松
原
氏
は
、
第
十
三
紙
以
降
に
、
新
た
に
項
目
名
を
付
け
ら
れ
た
。
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（
5
）
　
詞
書
に
は
、
料
紙
の
欠
失
が
認
め
ら
れ
、
制
作
当
初
か
ら
現
状
の
よ
う
な
構
成
で
あ
っ
た
か
は
不
明
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
種
類
の
異
な
る
行

　
　
い
の
関
連
性
が
説
か
れ
て
い
た
か
否
か
確
認
は
で
き
な
い
。
だ
が
、
詞
書
に
は
、
第
十
三
紙
の
中
程
の
よ
う
に
、
料
紙
の
連
続
す
る
箇
所
で
あ
っ
て

　
　
も
、
法
華
経
か
ら
念
仏
へ
と
唐
突
に
内
容
が
変
化
す
る
部
分
が
存
在
す
る
。
故
に
、
詞
書
は
、
制
作
さ
れ
た
当
初
か
ら
、
全
体
と
し
て
の
意
味
の
一

　
　
貫
性
に
こ
だ
わ
ら
な
い
性
質
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

　
　
　
料
紙
の
欠
失
箇
所
に
つ
い
て
は
、
松
原
茂
氏
に
よ
り
（
注
－
論
文
）
、
次
の
四
箇
所
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
第
六
～
七
紙
間
（
詞
書
内
容
の
不
連

　
　
続
）
、
第
八
～
九
紙
間
（
紙
背
の
花
押
の
線
が
連
続
し
て
い
な
い
）
、
第
十
二
～
十
三
紙
間
（
詞
書
内
容
の
不
連
続
）
、
巻
末
（
花
押
の
形
が
不
完
全
）
。

（
6
）
　
注
1
「
阿
字
義
伝
画
巻
解
」
。

（
7
）
　
注
－
松
原
氏
前
掲
論
文
。
松
原
氏
は
、
「
阿
字
義
伝
画
巻
解
」
に
お
け
る
人
物
像
の
解
釈
に
つ
い
て
も
異
議
を
唱
え
て
お
ら
れ
る
。
現
状
で
は
、

　
　
本
作
品
の
絵
の
右
上
に
、
短
冊
形
の
紙
が
貼
ら
れ
、
人
物
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
尼
君
の
方
は
「
弘
法
大
師
宮
中
御
衣
御
影
」
と

　
　
さ
れ
弘
法
大
師
空
海
に
、
男
性
の
方
は
「
弘
仁
皇
帝
御
影
」
と
記
さ
れ
、
嵯
峨
天
皇
に
見
立
て
ら
れ
て
い
る
。
「
阿
字
義
伝
画
巻
解
」
は
、
こ
の
短

　
　
冊
の
記
載
に
従
い
、
尼
君
を
「
弘
法
大
師
像
」
と
し
、
男
性
を
「
弘
仁
皇
帝
御
影
即
ち
嵯
峨
天
皇
」
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
仮
託
に
つ
い
て
、
松
原

　
　
氏
は
、
誤
り
で
あ
る
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
本
作
品
の
絵
柄
や
伝
承
画
家
に
関
す
る
記
述
が
あ
る
『
本
朝
画
纂
』
『
古
画
備
考
』

　
　
『
考
古
画
譜
』
と
い
っ
た
江
戸
か
ら
明
治
期
の
諸
記
録
、
そ
し
て
模
本
に
、
短
冊
に
関
す
る
言
及
が
一
切
見
ら
れ
な
い
こ
と
を
挙
げ
、
短
冊
は
制
作

　
　
当
初
か
ら
の
も
の
で
は
な
く
、
明
治
期
以
降
に
貼
付
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

（
8
）
　
図
版
は
、
覚
鍍
『
阿
字
観
』
の
伝
本
の
挿
絵
で
あ
る
。
こ
の
伝
本
は
、
江
戸
時
代
の
版
本
で
あ
り
、
覚
鍍
が
執
筆
し
た
当
初
の
『
阿
字
観
』
に

　
　
挿
絵
が
存
在
し
た
か
否
か
は
不
明
で
あ
る
。
だ
が
、
も
し
「
阿
字
義
絵
」
が
制
作
さ
れ
た
頃
に
、
こ
う
し
た
挿
絵
入
り
の
『
阿
字
観
』
の
伝
本
が
既

　
　
に
存
在
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
よ
う
な
図
か
ら
、
胸
の
部
分
に
阿
字
を
入
れ
る
と
い
う
発
想
を
得
た
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
。

（
9
）
　
こ
の
よ
う
な
絵
の
捉
え
方
に
つ
い
て
は
、
特
に
、
次
の
文
献
か
ら
示
唆
を
受
け
た
。

　
　
W
・
J
・
T
・
ミ
ッ
チ
ェ
ル
（
細
谷
等
訳
）
「
表
象
」
フ
ラ
ン
ク
・
レ
ン
ト
リ
ッ
キ
ア
＋
ト
マ
ス
・
マ
ク
ロ
ー
リ
ン
編
（
大
橋
洋
一
ほ
か
訳
）
『
現
代
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批
評
理
論
』
平
凡
社
、
一
九
九
四
。
池
田
忍
「
合
戦
絵
の
な
か
の
女
性
像
」
『
女
と
男
の
時
空
』
二
、
藤
原
書
店
、
一
九
九
六
。
山
内
莱
央
子
「
『
山

　
　
中
常
盤
絵
巻
』
研
究
」
学
習
院
大
学
哲
学
会
『
哲
学
会
誌
』
二
二
、
一
九
九
八
。
千
野
香
織
「
土
地
が
描
か
れ
る
こ
と
の
意
味
ー
滋
賀
県
立
近
代
美

　
　
術
館
蔵
『
近
江
名
所
図
屏
風
』
再
考
⊥
西
和
夫
編
『
建
築
史
の
回
り
舞
台
』
彰
国
社
、
一
九
九
九
。

（
1
0
）
　
本
作
品
の
模
本
と
し
て
は
、
次
の
五
点
が
知
ら
れ
て
い
る
。

　
　
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
狩
野
養
信
模
本
一
巻
、
神
宮
文
庫
所
蔵
模
本
一
巻
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
模
本
二
巻
、
吉
川
霊
華
に
よ
る
模
本
一
図
。

（
H
）
　
狩
野
養
信
模
本
は
次
の
よ
う
に
構
成
さ
れ
て
い
る
（
〔
〕
内
の
番
号
は
筆
者
に
よ
る
）
。

　
　
　
男
性
・
尼
君
の
絵

　
　
「
右
阿
字
義
人
物
者
、
南
都
二
有
之
候
由
也
、
西
園
寺
御
家
、
西
村
正
邦
朝
臣
、
こ
た
び
東
へ
も
て
く
だ
ら
れ
け
る
を
、
彼
の
朝
臣
よ
り
借
請
、
干

　
　
壁
口
子
和
三
年
癸
亥
五
月
十
六
日
、
広
美
写
、
」
〔
①
〕

　
　
「
文
化
九
壬
申
年
　
こ
た
び
松
本
氏
よ
り
右
写
を
こ
ひ
も
と
め
て
　
五
月
廿
三
日
　
又
養
信
写
」
〔
②
〕

　
　
　
男
性
・
尼
君
の
絵

　
　
「
右
阿
字
義
人
物
之
絵
本
、
松
平
越
中
守
殿
蔵
本
集
古
十
種
之
内
に
有
。
初
の
二
枚
と
同
じ
物
な
れ
ど
も
、
こ
の
か
た
う
つ
し
よ
ろ
し
か
ら
ぬ
や
う

　
　
に
見
ゆ
。
こ
れ
に
よ
て
、
は
じ
め
の
二
枚
こ
の
た
び
あ
ら
た
に
う
つ
し
く
は
ふ
る
者
也
。
右
は
文
化
六
年
の
こ
ろ
養
信
十
四
歳
写
」
〔
③
〕

　
　
　
養
信
模
本
の
奥
書
は
、
「
阿
字
義
絵
」
の
伝
来
に
関
す
る
、
最
も
時
期
を
遡
る
記
録
で
も
あ
る
。
養
信
模
本
の
成
山
翌
，
事
情
を
奥
書
に
よ
り
ま
と
め

　
　
る
な
ら
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
養
信
は
、
文
化
九
年
に
、
松
本
氏
所
蔵
の
「
阿
字
義
絵
」
の
模
本
か
ら
絵
を
写
し
た
〔
②
〕
。
そ
の
際
、
そ
こ

　
　
に
書
か
れ
て
い
た
奥
書
〔
①
〕
も
共
に
書
き
写
し
た
。
養
信
は
、
文
化
六
年
に
、
松
平
定
信
所
蔵
の
「
集
古
十
種
」
（
松
原
氏
は
稿
本
か
と
さ
れ
る
）

　
　
の
中
の
「
阿
字
義
絵
」
の
男
性
と
尼
君
を
描
き
写
し
た
が
、
そ
の
出
来
に
あ
ま
り
満
足
し
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
文
化
九
年
に
、
別
の
模
本
で
あ

　
　
る
松
本
氏
所
蔵
の
も
の
か
ら
絵
を
写
し
〔
③
〕
、
先
の
文
化
六
年
の
模
写
と
合
わ
せ
て
一
巻
に
ま
と
め
た
の
で
あ
っ
た
。

　
　
　
な
お
、
奥
書
①
に
見
え
る
「
広
美
」
と
は
、
飯
塚
円
貞
を
指
す
（
「
広
美
、
飯
塚
円
貞
、
住
吉
家
弟
子
、
奥
坊
主
相
勤
、
天
明
寛
政
此
人
」
『
増
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補
校
訂
古
画
備
考
』
巻
下
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
一
二
）
。

（
2
1
）
　
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
模
本
の
男
性
像
の
紙
背
に
は
、
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
右
一
巻
浪
華
商
家
伝
云
々
所
模
之
本

　
　
　
　
紙
以
勧
修
寺
家
蔵
令
原
在
明
模
写

　
　
　
　
之
有
詞
略
之
後
法
性
寺
兼
実
公
所

　
　
　
　
作
云
々
」

　
　
　
こ
の
模
本
は
、
絵
を
丁
寧
か
つ
精
密
に
、
剥
落
部
分
ま
で
含
め
て
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

（
1
3
）
　
享
受
者
に
関
連
し
て
、
本
作
品
の
詞
書
の
編
者
つ
い
て
も
述
べ
て
お
き
た
い
。
阿
字
観
と
浄
土
教
を
並
べ
説
く
と
い
う
詞
書
全
体
の
構
成
に
は
、

　
　
天
台
宗
的
な
立
場
が
窺
わ
れ
、
ま
た
、
詞
書
の
一
部
（
「
法
華
経
と
念
仏
」
）
に
は
、
僧
侶
の
作
と
は
考
え
難
い
表
現
や
言
葉
遣
い
も
認
め
ら
れ
る
。

　
　
従
っ
て
、
詞
書
は
、
天
台
宗
の
僧
侶
と
仏
教
の
素
養
の
あ
る
貴
族
男
性
が
協
力
し
、
編
纂
さ
れ
た
可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

（
1
4
＞
　
従
来
、
本
作
品
の
制
作
年
代
は
、
絵
の
様
式
、
書
風
、
料
紙
装
飾
の
技
法
か
ら
総
合
的
に
判
断
し
、
十
二
世
紀
後
半
か
ら
十
三
世
紀
頃
と
考
え

　
　
ら
れ
て
き
た
。
私
も
ま
た
、
こ
の
年
代
の
範
囲
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え
る
。
従
っ
て
、
比
較
の
対
象
と
す
る
作
品
は
、
こ
の
時
期
の
絵
巻
物
を
中
心

　
　
と
し
た
。

（
1
5
）
　
姫
君
の
向
か
い
に
座
る
尼
は
、
頭
巾
に
墨
染
の
法
衣
姿
で
あ
る
。
詞
書
に
よ
れ
ば
、
阿
弥
陀
の
化
身
と
さ
れ
て
い
る
。

（
1
6
）
　
頭
の
剃
り
跡
の
表
現
に
つ
い
て
は
、
若
干
の
説
明
を
加
え
た
い
。
人
物
の
顔
は
白
い
色
で
塗
ら
れ
て
い
る
が
、
後
頭
部
や
頭
頂
部
の
部
分
に
は
、

　
　
顔
の
部
分
と
は
別
の
、
紙
の
地
に
近
い
色
が
認
め
ら
れ
る
。
こ
こ
に
は
、
黒
味
を
帯
び
た
色
が
僅
か
に
残
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
も
と
は
、
後

　
　
頭
部
や
頭
頂
部
に
黒
に
近
い
色
が
塗
ら
れ
、
そ
れ
が
後
に
剥
落
し
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
。

（
1
7
）
　
古
代
・
中
世
期
の
女
性
と
出
家
・
剃
髪
を
め
ぐ
る
問
題
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。

　
　
西
口
順
子
『
女
の
力
－
古
代
の
女
性
と
仏
教
1
』
平
凡
社
、
一
九
八
七
。
京
楽
真
帆
子
「
平
安
時
代
の
女
性
と
出
家
姿
」
脇
田
晴
子
＋
S
・
B
・
ハ
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ン
レ
ー
編
『
ジ
ェ
ン
ダ
ー
の
日
本
史
』
上
、
東
京
大
学
出
版
会
、
↓
九
九
四
。
勝
浦
令
子
『
女
の
信
心
ー
妻
が
出
家
し
た
時
代
1
』
平
凡
社
、
一
九

　
　
九
五
。

（
1
8
）
　
勝
浦
令
子
「
尼
削
ぎ
孜
　
髪
型
か
ら
み
た
尼
の
存
在
形
態
」
大
隅
和
雄
・
西
口
順
子
編
『
シ
リ
ー
ズ
女
性
と
仏
教
』
一
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
。

　
　
　
勝
浦
氏
は
、
尼
削
ぎ
か
ら
完
全
な
剃
髪
が
な
さ
れ
た
例
と
し
て
、
次
の
史
料
を
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
『
権
記
』
長
保
三
年
閏
十
二
月
十
六
日
条
「
院
剃
御
髪
為
僧
、
以
法
橋
実
運
為
戒
師
」
（
「
増
補
史
料
大
成
」
）
。
文
中
の
「
院
」
と
は
、
東
三
条
院

　
　
（
円
融
天
皇
の
女
御
藤
原
詮
子
）
を
指
す
。
『
尊
卑
文
脈
』
に
よ
れ
ば
、
長
保
三
年
（
一
〇
〇
一
）
か
ら
十
年
遡
る
正
暦
二
年
（
九
九
一
）
九
月
十

　
　
日
に
一
度
出
家
し
、
十
六
日
に
院
号
を
宣
下
さ
れ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ロ
に
カ
　

　
　
　
『
小
右
記
』
寛
仁
三
年
五
月
十
三
日
条
「
皇
后
宮
先
日
為
厄
、
去
九
日
更
剃
御
髪
為
法
師
、
依
御
病
危
急
」
（
「
増
補
史
料
大
成
」
）
。
文
中
の
「
皇

　
　
后
」
と
は
三
条
天
皇
皇
后
藤
原
城
子
で
あ
る
。

　
　
　
勝
浦
氏
に
よ
れ
ば
、
尼
削
ぎ
に
し
た
女
性
が
全
て
、
完
全
剃
髪
に
至
っ
た
わ
け
で
は
な
く
、
尼
削
ぎ
に
止
ま
っ
た
場
合
も
多
数
あ
っ
た
と
さ
れ

　
　
て
い
る
。
そ
の
現
実
的
理
由
の
ひ
と
つ
と
し
て
、
完
全
な
剃
髪
の
場
合
に
は
、
特
定
の
場
や
行
事
へ
の
参
加
に
制
限
が
あ
り
、
世
俗
と
の
接
触
の
制

　
　
約
が
、
尼
削
ぎ
の
場
合
よ
り
も
厳
し
か
っ
た
こ
と
を
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

（
9
1
）
　
遠
藤
一
「
絵
系
図
の
成
立
と
仏
光
寺
．
了
明
尼
教
団
ー
初
期
真
宗
教
団
に
お
け
る
女
性
の
役
割
⊥
西
口
順
子
編
『
中
世
を
考
え
る
　
仏
と
女
』

　
　
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
七
。

（
2
0
）
　
小
原
仁
「
女
性
の
仏
教
信
仰
に
対
す
る
差
別
的
観
念
に
つ
い
て
」
『
日
本
の
女
性
と
仏
教
　
会
報
』
四
、
】
九
八
七
。
勝
浦
令
子
「
既
婚
女
性
の

　
　
出
家
と
婚
姻
関
係
ー
摂
関
期
を
中
心
に
ー
」
前
近
代
女
性
史
研
究
会
編
『
家
族
と
女
性
の
歴
史
　
古
代
・
中
世
』
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
九
。
久

　
　
留
島
典
子
「
後
家
と
や
も
め
」
網
野
善
彦
ほ
か
編
『
こ
と
ば
の
文
化
史
』
中
世
三
、
平
凡
社
、
一
九
八
九
。

（
2
1
）
　
注
1
7
勝
浦
氏
前
掲
書
。

（
2
2
）
　
女
性
の
出
家
に
関
す
る
記
録
の
中
に
は
、
ご
く
僅
か
な
例
で
は
あ
る
が
、
夫
婦
関
係
の
継
続
を
祈
願
し
、
夫
の
生
存
中
に
妻
が
出
家
し
た
と
思
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わ
れ
る
、
次
の
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
見
出
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
崇
徳
天
皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
皇
嘉
門
院
聖
子
は
、
保
元
の
乱
の
敗
北
に
よ
っ
て
崇
徳
天

　
　
皇
が
讃
岐
に
流
さ
れ
た
、
保
元
元
年
（
＝
五
六
）
に
落
飾
し
て
い
る
。
ま
た
、
順
徳
天
皇
の
中
宮
で
あ
っ
た
東
一
条
院
立
子
は
、
承
久
の
乱
に
於

　
　
け
る
敗
北
の
た
め
順
徳
天
皇
が
佐
渡
に
配
流
さ
れ
た
後
、
数
年
を
経
て
、
嘉
禄
二
年
（
一
二
二
六
）
に
落
飾
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
配
流
と
い

　
　
う
特
殊
な
事
情
に
よ
り
、
現
世
で
の
夫
婦
の
関
係
の
継
続
が
困
難
と
な
っ
た
状
況
に
於
い
て
、
妻
が
出
家
し
た
場
合
、
そ
こ
に
は
、
来
世
に
こ
そ
夫

　
　
婦
の
縁
を
繋
げ
よ
う
と
す
る
意
味
が
込
め
ら
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
本
論
で
は
、
こ
の
よ
う
な
祈
願
を
込
め
た
出
家
姿
の
妻
と
そ
の
夫
と
し
て
、

　
　
絵
が
描
か
れ
た
と
い
う
ケ
ー
ス
も
可
能
性
と
し
て
想
定
し
て
お
き
た
い
。
皇
嘉
門
院
聖
子
と
東
一
条
院
立
子
は
、
こ
の
落
飾
後
数
年
を
経
て
再
び
剃

　
　
髪
し
て
い
る
。
二
度
に
わ
た
っ
て
剃
髪
し
、
完
全
剃
髪
に
至
っ
た
と
思
わ
れ
る
点
で
、
本
作
品
の
享
受
者
で
あ
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
が
、
こ
の

　
　
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
、
更
に
資
料
と
絵
を
合
わ
せ
た
検
討
を
続
け
た
い
。

（
2
3
）
　
仏
教
に
お
け
る
母
子
関
係
と
そ
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
次
の
文
献
を
参
考
と
し
た
。

　
　
大
隅
和
雄
「
女
性
と
仏
教
－
高
僧
と
そ
の
母
⊥
『
史
論
』
三
六
、
一
九
八
三
。
勝
浦
令
子
「
古
代
に
お
け
る
母
性
と
仏
教
」
『
季
刊
日
本
思
想
史
』

　
　
二
二
、
一
九
八
四
。
注
1
7
西
口
氏
前
掲
書
。

（
2
4
）
　
注
1
8
勝
浦
氏
前
掲
論
文
。

（
2
5
）
　
注
1
拙
稿
。
絵
の
模
本
五
点
の
う
ち
、
宮
内
庁
書
陵
部
所
蔵
模
本
（
二
点
の
う
ち
一
点
）
と
吉
川
霊
華
に
よ
る
模
本
に
は
、
九
条
兼
実
の
名
が

　
　
記
さ
れ
て
い
る
。
前
者
の
男
性
像
の
紙
背
の
文
で
は
、
兼
実
が
制
作
者
と
さ
れ
（
注
1
2
参
照
）
、
後
者
で
は
、
男
性
像
が
兼
実
に
見
立
て
ら
れ
て
い

　
　
る
。
ま
た
、
本
作
品
の
詞
書
と
密
接
な
関
係
が
指
摘
し
う
る
覚
鍍
『
阿
字
観
』
（
叡
山
文
庫
所
蔵
。
図
4
の
覚
鍍
『
阿
字
観
』
と
は
別
の
も
の
）
の

　
　
奥
書
に
は
、
道
範
阿
闇
梨
か
ら
九
条
道
家
に
、
こ
の
本
が
献
上
さ
れ
た
旨
が
記
さ
れ
て
い
る
。
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〔
附
記
〕
　
本
論
の
作
成
に
際
し
て
は
、
多
く
の
方
々
か
ら
御
指
導
と
御
助
言
を
賜
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
記
し
て
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。



描かれた尼姿の意味　（成原有貴）

　
　
　
以
下
の
図
は
、
左
記
の
書
よ
り
複
写
・
転
載
し
た
。

図
1
．
2
．
3
．
4
．
1
2
　
『
仏
教
芸
術
』
二
＝
号
（
拙
稿
及
び
表
紙
）
（
毎
日
新
聞
社
、
一
九
九
三
）

図
5
　
山
崎
泰
廣
『
密
教
瞑
想
と
深
層
心
理
』
（
創
元
社
、
｝
九
八
こ

図
6
　
中
野
玄
三
『
来
迎
図
の
美
術
』
（
同
朋
舎
出
版
、
一
九
八
五
）

図
7
　
『
日
本
絵
巻
大
成
』
一
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
七
）

図
8
。
1
3
・
1
4
　
『
日
本
絵
巻
大
成
』
二
四
（
中
央
公
論
社
、
一
九
七
九
）

図
9
．
1
1
　
京
都
国
立
博
物
館
編
『
平
家
納
経
』
（
光
琳
社
、
一
九
七
四
）

図
1
0
　
『
日
本
絵
巻
大
成
』
二
（
中
皿
く
公
論
社
、
一
九
七
七
）

図
路
　
『
続
日
本
絵
巻
天
成
』
二
（
中
央
公
論
社
、
一
九
八
一
）

図
1
6
　
田
沢
裕
賀
『
日
本
の
美
術
』
三
八
四
（
至
文
堂
、
一
九
九
八
）
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Reconsidering　the　Ajigi－e：On　the　Interpretation　of　the　image　of　a　tonsured　woman

NARIHARA，　Yuki

The　Ajigi－e（lllustration　of　the　Meaning　of　the　Sanskrit　Letter　A）is　a　one－roll　scroil－painting　that　consists　of　text　and

images．　The　text　explains　aj　ikan（contemplation　of　the　sanskrit　letter　A），prayers　to　the　Buddha　Amida，　and　the　Lotus

Sutra；the　scro11．　also　portrays　a　woman　and　a　man　whose　chests　bear　the　Sansknt　Letter　A。

In　a　l993　article，　I　argued　that　the　image　of　the　woman　in　this　painting　was　unusual　because　she　was　presented　as　a

female　priest　who　exposed　her　totally　shaven　head　while　wearing　an　elegant　uchigi（attire　of　aristocratic　women）．　Then

I　concluded　that　the　female　priest　in　the　painting　was　created　as　an　image　of　the　painting’s　female　audience．

This　paper　attempts　to　reconsider　my　previous　interpretation．　As　has　been　widely　discussed，painting　is　not　a　reflection

of　reality，　but　rather　a　production　situated　arnong　the　intentions　of　both　painters，　patrons，　and　audience・In　this　paper・I

now　turn　to　the　patrons．　I　will　analyze　the　exceptional　nature　of　the　female　priest　in　socio－historical　context，　thereby

offering　hypothesis　about　possible　patrons　and　their　motives　of　producing．

　Based　on　interpretation　of　the　painting，　I　considered　the　f6110wing　two　possible　patrons．　First，　the　tonsured　woman

and　the　man　could　be　a　representation　of　a　wife　and　her　deceased　husband。　I　this　case，　the　patron　could　be　a　wife　who

mourned　fbr　her　husband　and　prayed　to　enter　Buddhist　Heaven　herself　as　welLSecond，the　pair　could　be　a　mother　and

her　son．　lt　is　possible　that　the　son　ordered　the　painting　for　his　mother，who　strongly　wished　to　enter　Heaven．

　Taking　the　various　social　and　religious　restrictions　imposed　on　women　into　account，the　tonsure　of　the　female　priest

can　be　interpreted　as　a　woman’s　desire　to　be　rebom　in　the　Pure　Land　by　transforming　herself　into　a　man．　The　uchigi　is

presumably　chosen　to　make　clear　that　the　tonsured　person　is　a　woman　and　not　a　priest，and　at　the　same　tim．e　to

O
ぬ



emph・・ize　th・t　th・tw・pers・n・a・e・a・f・m・le　and・m・1・．　Th・・，　it　i・lik・ly　th・t・f・m・1・p・t・・nag・w・、　inv。1。，d　i。　th，

P・・d・・ti・n・f・c・・11　p・i・ti・g　and　th・t・h・wi・h・d　t・・xp・・i・nce　th・t…u・e　i・pi・t・・i・1・fa・t・・y・・th、t、he　c。uld　b。

qualified　to　enter　Buddhist　Heaven．

（＜怖酬溢駅蕪・細悩量一H糧1離黙岳浬島甦禦卦）
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